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表紙の撮影で歯磨き教室に行って
きました。歯科衛生士の話は、私も
勉強になりました。中でも、子ども
は10歳まで、仕上げの歯磨きをして
あげた方がよいという話にびっくり。
皆さんはご存じでしたか？子どもの
いる友達に早速教えてあげました。

人 口 243,362人 （前月比＋75）
男 120,991人 （＋102）
女 122,371人 （－27）

世 帯 87,773世帯（＋338）5月1日現在
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私は、テレビを見ながら歯磨きを
しています。テレビに夢中になって
しまい、手がおろそかになることも
…。でも、歯がつるつるになるまで
磨くよう、心がけています。これも、
将来、『生き生きとしたシニアライフ』
を送るための秘訣になるかな。
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人口増加によって住宅需要が高まり、昭和45年から、林
や畑だった土地を団地につくりかえる工事が始まりました。
現在は、富士見台地区に約3,000世帯が暮らしています。
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